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 本研究は「孤立環境」の特性を持つキルギス共和国の日本語教育の現状を明らかにし、
さらに、日本語学習者にどのようにして学習に対する意欲を持たせ維持させているかを検
討したものである。その解答を得るために、次の 2つの研究課題を設定した。その 2つの
課題とは、「研究課題 1．キルギスの日本語教育の現状と課題。文献調査と授業観察をも
とに問題点を検討する」と「研究課題 2．孤立環境下における学習者の学習意欲の維持・
向上。教師と学習者へのインタビュー調査をもとに検討する」である。孤立環境下の日本
語教育を、環境から見える問題と教室から見える問題という 2 つの観点から明らかにした。 
 まず、環境からどのような問題が見えるかを、類似の孤立環境にある国々についての先
行研究を概観し、具体的に「中米」「東欧」と「中東」における日本語教育に関する先行
研究をまとめた。その結果、学習者の学習継続や学習意欲の維持、日本語卒業生の就職の
難しさなどの問題点があることを指摘した。次に、孤立環境の特性を持つキルギスの一般
事情と外国語教育、さらにキルギスでの外国語としての日本語教育について文献調査を行
った。キルギスの日本語教育はキルギスが独立した 1991年に始まり、およそ 30年になる。
最初の 20年間の日本語教育はキルギスの首都ビシュケク市の高等教育機関を中心に行わ
れていたが、2010年代から日本語教育は少し変わり始め、初等中等教育機関での日本語
学習者数は増加していること、日本語教育が地方においても拡大されてきたことなどが明
らかになった。キルギスの日本語教育を取り上げた先行研究に基づいて、「設備や教材・
教具の不足」、「教師の質（待遇、日本語運用力、教授法など）と養成」、「日本語学習
者の学習意欲の維持や向上」、「学習者のレベルのばらつき」、「日本語使用機械が少な
い」、「日本語卒業生の進路」などの日本語教育の課題・問題点を抽出した。 
その後、調査で捉えた日本語教育の現状と課題を踏また上で、教室から見える問題点を
授業観察と、教師・学習者の学習意欲についての意識調査を用いて行った。授業観察は収
集したデータに基づき Frölich et al. (1985) の Communicative Orientation of Language Teaching
（COLT）を用いて分析し、授業の実態を明らかにした。観察した授業は 3 クラスしかなく、
その結果を一般化することは難しいが、3 クラスの授業に共通する点も見られた。まず、
学習者についてだが、初級レベルの学習者全員は一所懸命に日本語を勉強しようという姿
がみられるが、中級レベルの学習者はそれほど学習意欲が高くなかった。教師についてだ
が、3 人の教師も日本語教育の知識を持っていて、授業中に様々な教室活動や教材・教具
を使って授業を行っている。しかし、授業の雰囲気、学習者とのやりとりや教師の言葉か
けなどの学習者の学習意欲に影響を与えるものの現れ方が教師によって異なっていた。 
続いて、孤立環境下における学習者の学習意欲の維持・向上について教師と学習者への
インタビュー調査をもとに検討し、佐藤（2008）の「定性的コーディング」を参照にして
分析した。その結果、キルギスの学習者の学習意欲を上げる要因と下げる要因の多くは教
室の中にあることが分かった。具体的に、学習者にとって日本語学習を維持・向上するに
は、［授業］［使用場面］［教師］［自己概念］や［学習環境］の役割が重要であること
が示され、教師にとって［授業］と［文化］の役割が重要であることが示された。学習者
と教師に共通する点は［授業］と［文化］である。［文化］については、キルギスの日本
語学習者が興味を持っているのはいわゆる「伝統的」な日本文化だけでなく、アニメや漫
画などの日本の現代的な文化である。本研究の結果より、日本のサブカルチャーは学習者
の学習意欲向上に影響することが明らかになったが、しかし、教師にはサブカルチャーが
学習者の学習意欲向上に影響するという考えがなかった。 
以上のことから、孤立環境の地域では学習者の学習意欲を変化させるものとして教師の
役割は非常に大きいことが明らかになった。具体的には、教師が設計・運営している授業
の雰囲気や学習内容を始め、教師の言葉かけや教師の表情までが学習者の学習意欲を左右
している。教師は日本語教師としての専門的な知識があっても、それを現場に適用するこ
とができていない部分も見られた。孤立環境下の学習者の学習意欲の維持・向上に必要な
点として、楽しい教室環境づくり、学習意欲を維持・向上させる教室活動の過程や評価・
支援、学習者の興味・関心の把握、教師の意識改革、自己成長の必要性が示唆され、学習
者が学習を継続させるためにはそれぞれに対応した指導方法や対策が重要であることが示
された。 
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論  文  名 
孤立環境下の日本語教育とその課題に関する研究 
―キルギスの大学を事例に― 
本論文は，日本との関係が希薄なキルギス共和国の日本語教育の現状と課題を明らかにすること
と，孤立環境における日本語学習者の学習意欲の維持・向上について検討することを目的にしている。  
論文は 8章から成る。全体は大きく 3部に分かれており，Ⅰ（2-3章）では環境から見える問題を，
Ⅱ（4-7章）では教室から見える問題を，Ⅲ（8章）で総合的考察と結論，今後の課題を扱っている。 
まず，Ⅰに先立つ序章で，筆者の学習経験と本研究に至った経緯および問題意識を述べた上で，2
章で，孤立環境にあるとされる中米，東欧，中東地域における日本語教育に関する先行研究を概観し，
共通する問題を探る。3 章ではキルギスに焦点を当てて，政治的・経済的事情と教育事情，日本語教
育と日本語教師や教師会に関する情報を示す。ここには，これまで報じられてこなかった初等中等教
育での日本語教育の情報なども含まれている。2010 年以降，日本語教育実施機関が初等中等教育に
も増え始め，地域的にも拡大し，技能実習生のための日本語教育も始まったことが述べられている。 
Ⅱは，録画・観察の同意が得られた 2つの大学の 3つの授業の分析と，教員および学習者へのイン
タビューの分析が中心になっている。4章で調査・分析方法について検討し，5章で授業分析を行う。
授業観察枠組である COLT 改訂版(Spada and Frolich, 1995)と，会話の流れを見る Sequential 
Analysis (Markee, 2000)，吉川・三宮（2007）の「やる気を出す／なくす」教師の言葉かけの洗い
出しを用いている。３つの授業には，どれも教材や活動選びに教師の工夫が見られるものの，日本語
でのやり取りは限定的で，授業によっては学習者のやる気が見えず雰囲気も固いことが示される。そ
して 6章では，学習者に学習意欲を持たせたり失わせたりする要因について，5名の教師と 7名の学
習者にインタビューし，その発言の分析から教師と学習者の意識にずれがあることを示している。7
章では，4～6 章の分析結果から，大学における調査についての考察を行い，Ⅲの 8 章では総合的考
察として，インターネットの普及した現在では，孤立環境でも学習者の求めるアニメ・漫画などのリ
ソースやソーシャルネットワーク利用など，目標言語との接触機会を得ることは容易なのに，そこに
踏み込まない教師の意識が学習者の意識やニーズとずれていることを論じ，結論として厳しい環境要
因を承知の上で日本語学習に向かってくる学習者の意欲を維持するには，教師の役割が非常に重要
で，教師の意識改革と質的向上が必要であるとしている。 
本研究は，観察・分析できた授業が少なく，キルギス共和国の事情の記述も，大学の全体的カリキ
ュラムや日本研究の現状などもっと広範で厚みのあるものが欲しかったところである。しかしなが
ら，これまで報じられていなかった当該地域の情報を呈示したことや，制約の多い環境での学習者の
学習意欲の維持・向上には教師のあり方がいっそう重要になることを指摘した点，教師と学習者の意
識のずれとその内容を明らかにした点は，他の環境の教室にも参考になる知見であり，日本語教育学
の発展に寄与するものである。よって，本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与される資格
を有するものと認められる。 
 
